






Ⅰ.緒言

先天性胆道閉塞のいわゆる吻合不能型症例にみられる肝外胆管 Remnant は,成

因ならびに治療を考慮するうえで,きわめて重要な研究対象である。この管外

胆管 Remnant の形態の肉眼的分類について諸家の報告があるが,肝外胆道系全

体にわたる病理組織学的研究は少ない。我々は従来よりこの点について研究を

進め,第 12 回,第 13 回小児外科学会総会において,肝外胆道系全体の病理組織

像について発表した。今回これをまとめ,更に肝内部肝腸吻合術の術後胆汁流

出に関して,最も重要と思われる肝内部胆管組織について検索したので発表す

る。


